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原
因
琴
子
の
手
紙

田
所

真

手
元
に
、
牛
込
の
原
田
琴
子
か
ら
、
東
京
開
成
社
国
語
編
輯
室
の
鈴
木

氏
に
宛
て
た
、
一
通
の
書
簡
が
あ
り
ま
す
。
玉
井
の
出
身
で
、
大
正
年
聞

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
歌
人
「
原
田
琴
子
」
の
直
筆
が
欲
し

く
な
っ
て
、
古
書
庖
か
ら
取
寄
せ
た
も
の
で
す
。
書
簡
の
内
容
は
極
め
て

事
務
的
な
も
の
で
す
が
、
二
百
字
詰
縦
書
き
原
稿
用
紙
に
万
年
筆
で
認
め

ら
れ
た
紺
色
の
文
字
は
力
強
く
、
で
も
女
性
ら
し
い
や
さ
し
さ
に
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
書
簡
が
本
当
に
、
わ
た
し
の
求
め
て
い
る
原
因
琴
子
の

書
簡
か
ど
う
か
、
調
べ
て
み
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
、
こ
の

時
期
の
歌
人
に
、
「
原
田
琴
子
」
が
二
人
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
か
ら
で

す。

お
手
紙
の
お
も
む
き
承
知
仕
り
候
。
つ
い
て
は
お

問
い
合
せ
の
件
左
に
お
答
へ
申
上
げ
候
。

て
琴
子
(
コ
ト
コ
)

二
、
現
代
婦
人
の
手
紙
定
倒
一
円
二
十
銭

発
行
所
小
石
川
区
表
町
九
ア
ル
ス

電
話
小
石
川
三
五
七

大
正
十
三
年
四
月
十
三
日
発
行

御
返
事
つ
ひ
っ
ひ
引
延
致
し
申
訳
な
く
存
じ
候
。

十
一
月
二
十
九
日

原
田
琴
子

鈴
木
様

二
人
の
原
田
琴
子
と
は
、
明
治
二
十
二
年
五
月
十
四
日
生
ま
れ
の
原
田

琴
子
(
後
の
遠
藤
琴
子
)
と
、
明
治
二
十
五
年
十
二
月
五
日
生
ま
れ
の
斎

賀
琴
子
(
後
の
原
因
琴
子
)
の
こ
と
で
す
。
二
人
の
年
齢
差
は
約
三
年
半
。

ほ
ぽ
阿
世
代
の
歌
人
で
、
二
人
と
も
平
塚
ら
い
て
う
の
『
背
鰭
』
で
青
結

社
員
と
し
て
文
芸
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
(
但
し
、
玉
井
出
身
の
後
者
は

当
時
、
斎
賀
琴
子
と
し
て
)
。
一
般
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、
二
人
が
同
時
に

原
因
琴
子
で
あ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
、
前
者
の
原
田
琴

子
は
大
正
二
年
に
雑
誌
編
集
者
と
結
婚
し
て
遠
藤
琴
子
と
な
っ
て
い
ま
す

し
、
斎
賀
琴
子
が
原
田
実
と
結
婚
し
て
原
田
琴
子
と
な
っ
た
の
は
大
正
七

年
の
こ
と
だ
か
ら
で
す
。
そ
こ
に
は
五
年
の
差
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

結
婚
し
て
も
筆
名
は
変
え
な
い
で
活
動
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
も
そ
も
手
元
に
あ
る
書
簡
は
、
い
つ
、
誰
が
、
ど
こ
か
ら
、
何
の

た
め
に
出
し
た
も
の
か
を
、
最
初
に
整
理
す
る
J

必
要
が
あ
り
ま
す
。
順
を

追
っ
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
「
い
っ
と
で
す
。
書
簡
本
文
か
ら
十
一
月
二
十
九
日
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
が
、
何
年
の
十
一
月
な
の
か
は
、
封
筒

に
も
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
消
印
も
判
読
で
き
な
い
状
態
で
、
確
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
問
題
は
後
回
し
に
し
ま
し
ょ
う
。

次
に
「
誰
が
」
で
す
。
書
面
に
も
「
原
田
琴
子
」
と
署
名
さ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
原
因
琴
子
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

「
ど
こ
か
ら
」
に
つ
い
て
は
、
差
出
人
住
所
に
は
「
牛
込
区
南
山
吹
町
」

と
あ
り
ま
す
。
消
印
も
牛
込
局
の
も
の
で
す
。
自
宅
で
書
い
て
投
函
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
ら
、
こ
の
時
点
で
牛
込
区
に
住
ん
で
い
た
原
田

琴
子
の
方
だ
と
言
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。
但
し
、
二
人
と
も
牛
込
区
に
住

ん
で
い
た
と
し
た
ら
、
や
は
り
特
定
は
で
き
ま
せ
ん
。



「
何
の
た
め
に
」
は
、
書
面
を
読
め
ば
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
東
京
開
成

社
国
語
編
輯
室
の
鈴
木
氏
か
ら
の
間
合
わ
せ
に
答
え
た
も
の
で
す
。
内
容

と
し
て
は
、
原
因
琴
子
の
或
る
作
品
を
開
成
社
の
出
版
物
に
掲
載
す
る
に

あ
た
っ
て
、
問
合
せ
に
返
信
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。
著
者
名
の
正
式
な
読

み
方
や
、
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
番
名
と
出
版
社
、
連
絡
先
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
調
べ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
本
文
に
あ
る
『
現
代
婦
人
の
手
紙
』
は
、
河
井
酔
若
が
編
者

と
な
っ
て
ア
ル
ス
社
か
ら
大
正
十
三
年
四
月
十
三
日
に
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
、
書
簡
は
こ
の
出
版
の
後
に
出
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

封
筒
に
は
、
三
銭
の
田
沢
切
手
が
貼
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
書
簡
の
郵
便
料

金
が
三
銭
な
の
は
、
昭
和
十
二
年
三
月
ま
で
で
す
。
し
か
し
、
遠
藤
琴
子

(
旧
姓
原
因
琴
子
)
は
大
正
十
四
年
二
月
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
原

因
琴
子
(
旧
姓
斎
賀
琴
子
)
の
方
も
、
昭
和
九
年
十
一
月
三
日
に
世
田
谷

区
世
田
谷
二
丁
目
に
移
り
住
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
時
点
で
少
な
く
と

も
、
大
正
十
三
年
以
降
で
昭
和
九
年
以
前
の
書
簡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。『

現
代
婦
人
の
手
紙
』
に
は
、
与
謝
野
晶
子
、
宮
本
百
合
子
、
岡
本
か
の

子
、
平
塚
ら
い
て
う
な
ど
の
鋒
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
名
前
を
連
ね
て
い
ま

す
。
原
因
琴
子
(
後
の
遠
藤
琴
子
)
は
、
与
謝
野
晶
子
に
見
出
さ
れ
、
『
背

鰭
』
以
前
に
既
に
、
与
謝
野
鉄
幹
の
『
明
星
』
に
作
品
を
発
表
し
て
い
た

実
力
派
で
す
か
ら
、
『
現
代
婦
人
の
手
紙
』
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
も
お
か
し

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
に
は
、
否
定
的
な
証
拠
を
い
く
つ
か
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
一
に
、
先
述
の
と
お
り
、
遠
藤
琴
子
は
『
現
代
婦
人
の
手
紙
』
が
出
版

さ
れ
た
翌
年
の
二
月
に
は
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
二
番
目
に
、
結
婚
後
は

「
遠
藤
琴
子
」
を
筆
名
と
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

6

遠
藤
と
結
婚
し
た
二
年
後
の
大
正
四
年
の
作
品
に
遠
藤
琴
子
の
筆
名
で
「
新

妻
と
し
て
」
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
大
正
十
一
年
四
月
に
も
遠
藤
琴

子
の
筆
名
で
「
峡
谷
よ
り
」
を
復
刊
の
『
明
星
』
第
一
巻
第
七
号
に
発
表

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
最
後
に
、
遠
藤
琴
子
は
晩
年
ま
で
牛
込
区

に
住
ん
で
い
た
の
か
に
つ
い
て
で
す
。
遠
藤
琴
子
の
一
家
は
、
結
婚
後
に

山
梨
へ
移
り
住
み
、
先
妻
の
子
と
自
分
の
子
を
育
て
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。
山
梨
へ
い
っ
移
り
住
ん
だ
時
期
は
確
認
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

「
峡
谷
よ
り
」
か
ら
み
て
、
大
正
十
一
年
に
は
移
住
し
て
い
た
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
手
元
の
書
簡
が
玉
井
出
身
の
原
因
琴
子
の
手
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
確
認
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
原
田
琴
子
(
旧
姓

斎
賀
琴
子
)
の
事
績
を
見
ま
す
と
、
結
婚
後
の
大
正
十
年
に
は
『
万
朝
報
』

に
『
を
と
め
の
頃
』
が
連
載
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
十
三
年
十
二
月
に
は
『
ゆ

る
さ
れ
ぬ
も
の
』
が
国
民
新
聞
懸
賞
で
一
位
と
な
り
、
翌
年
か
ら
同
紙
に

連
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
初
期
ま
で
『
婦
人
倶
楽
部
』
『
婦
人
ク

ラ
ブ
』
『
少
女
倶
楽
部
』
『
婦
人
の
友
』
な
ど
で
活
屈
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
で
書
か
れ
た
書
簡
で
す
か
ら
、
東
京
開
成
社
か
ら
昭
和
八
年
に

出
版
さ
れ
た
『
現
代
実
業
国
語
読
本
教
授
参
考
書
巻
二
』
の
編
集
に
あ

た
っ
て
交
わ
さ
れ
た
書
簡
で
あ
る
と
、
わ
た
し
は
考
え
て
い
ま
す
。

原
田
琴
子
(
旧
姓
斎
賀
琴
子
)
に
つ
い
て
は
、
『
市
原
市
史
(
別
巻
)
』

に
詳
し
い
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


